
○すすんでやりぬく子ども 

○よく考える子ども 

○思いやりのある子ども 

○強くたくましい子ども  

 

 

 
明日からいよいよ夏休みです。とは言え、このところの暑さには驚くばかりです。「危険な

暑さ」というワードを耳にするようになったのは、いつ頃からでしょうか。私たちが子ども

の頃、『暑いから外で遊んではいけません。』と言われた記憶はあまりないように思います。

本校でも、「暑さ指数（ＷＢＧＴ）」に基づき既に何度か遊びを中止しました。子どもたちが

楽しみにしている夏休みも間違いなく「危険な暑さ」と言われる日が出てくると思われます。

ご家庭でもお子さんの健康と安全にご留意いただきますようお願いいたします。 

＊ 

 さて、４月７日の始業式から今日まで７６日間（１年生は７５日間）が経過しました。今

年度は６年生を除く全学年でクラス替えがあり、新たな環境でのスタートとなりました。振

り返れば、新学期当初は、「仲の良かった友だちと別々になってしまい残念」「うちの子は新

しい環境に慣れるまで時間がかかるから心配」「あの子とまた一緒のクラスになってしまった

けど、今度はうまくやっていけるかしら」など、保護者の皆さまには不安を抱かれたことと

思います。ですが、親が子を思う気持ちは、今も昔も変わらないものです。私たち自身が子

どもだった頃も、親はきっと心を砕いていたことでしょう。それこそが、親心なのだと思い

ます。ただ、私の教職経験から、子どもって親の思いを超えて、心身ともに大きく成長する力を秘

めています。特に心の成長は、子ども同士の関わりの中でぐんぐん成長します。もちろん集団

生活である学校では、お子さんにとっていつも満足のいく人間関係ばかりとは限りません。

時には悔しい思い、悲しい経験、傷ついたり腹立たしく感じたりすることもあるでしょう。

そのような時ほど、子どもながらにも人として成長するチャンスが転がっている場、それが学校で

あると私は考えています。 

＊ 

 夏休みは、お子さんと対話する時間が増えることと思います。高学年になると、親とあま

り話したがらない傾向も散見されますが、まだまだ親を頼りにしている年頃です。この機会

に、進級・入学からの学校生活を振り返ってみて、楽しかったこと、そうでなかったことを

お子さんの口からじっくり聞いてあげていただきたいと思います。とりわけ、親として気が

かりな話題や、つい口を挟みたくなるような内容でも、まずはお子さんの気持ちに寄り添い

ながらゆったりと耳を傾けてみてください。すべてをそのまま受け止めて過保護になりすぎ

るのではなく、お子さんが自分で考え乗り越える力を育んでいけるよう、その子に合った距

離感や声かけを心がけると、これからの成長にきっとつながっていくと思います。 

＊ 

 保護者の皆さま、そして地域の方におかれましては、これまでの７６日間（１年生は７５

日間）、本校の教育活動に対する深いご理解とご協力に心より感謝申し上げます。 
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【8 月の行事予定】 

11 日（月） 山の日 

12 日（火） 学校閉庁日 

13 日（水） 学校閉庁日 

14 日（木） 学校閉庁日 

15 日（金） 学校閉庁日 

21 日（木） 

B5 日課  

夏季休業後集会  

市Ｐ連常任委員会 

22 日（金） 交通安全指導日 

25 日（月） 
避難訓練 

フッ化物洗口 

26 日（火） 水泳学習（2年生） 

27 日（水） 
修学旅行➀（6年生） 

B5日課 

28 日（木） 修学旅行②（6年生） 

29 日（金） 回復休み（6年生） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 この度、育児休暇を取得する

ことにしました。期間は８月１

日から令和８年３月３１日まで

です。年度の途中で職場を離れ

ることを申し訳なく思いますが

自分達の人生の中で貴重な機会

になると考え、お休みします。

来年の４月、復帰した際により

成長した子ども達に会うことを

楽しみにしています。  

大野 紘 

 一已小学校の特別支援教育支援員として

お世話になります。子どもたちの学習のサ

ポートができるようがんばりますので、よ

ろしくお願いします。  種市 莉音夢 

7月26日から８月20日まで夏休みとなります。お子さんが早寝・早起きを始めとした規
則正しい生活が送れるよう生活リズムの調整・指導をお願いいたします。 
楽しい夏休みにするために！  
 ○規則正しい起床と就寝時間を心がけさせてください。    
 ○水の事故に十分気をつけるよう声かけをお願いします。               
 ○交通ルールを意識させてください。特に安全な自転車の乗り方についてご指導願います 
※学校以外にも、次の相談窓口がありますので、ご活用ください。 
 ◎子ども相談支援センター【0120-3882-56】(児童生徒及び保護者等が対象者です) 
  ◎児童相談所虐待対応ダイヤル【１８９】 (近くの児童相談所に繋がります) 
  ◎子どもの人権１１０番【0120-007-110】(子どもだけでなく大人も利用できます) 
 

６月から特別支援教育支援員、７月から

２年２組の担任として２名の方が赴任いた

しました。どうぞよろしくお願いいたしま

す。 

 関東生まれで宮城県仙台市から参りまし

た。５月までは認可保育園で働いておりま

した。初めての深川市。毎日が新鮮です。

子どもたちのワクワクをともに感じ、いっ

ぱいの？？を！！に変えていけるように頑

張りたいと思います。  生田 一彦 

 

《学校閉庁日のお知らせ》 

期間：８月１２日（火） 

～８月１５日（金） 

 上記の期間は、教職員が出勤

しておらず学校への電話は自動

音声対応となります。緊急の連

絡は、深川市教育委員会（26-2

332）へお願いします。 

～育児休暇に入ります～ 

本校は今年で開校１３０周年を迎えます 
式典を１０月２４日（金）13:30より予定しています。 

なお、詳細については、追ってご連絡いたします。 

 本校では「誰もが安心して学べる学校」の実現を目

指し、年に複数回、いじめに関するアンケートと教育

相談を行い、子どもたちの声に真摯に耳を傾けるよう

努めています。６月に実施したアンケートでは、「い

やな思いをした」と回答した子どもが６８件ありまし

た。この数字を多いと感じる方もいらっしゃるかもし

れませんが、私たちはこの結果を子どもたち一人ひと

りの「いやだった」「悲しかった」「不安だった」と

いった気持ちをしっかり受け止め、丁寧に対応する学

校の姿勢であると捉えています。 

子どもたちが安心して学べる環境づくりには、教職

員、保護者の皆さま、地域の方々、そして子ども自身

が「自分を大切にする気持ち」と「他者を思いやる心

」を忘れずにいることが大切だと考えています。 


